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（弁護士） （歯科医師）

［著］

今お使いの「説明書・同意書」は、
「トラブル」対策に有効ですか?

　本書は、インプラント治療における 7つの説明書・同意書の
例や不適切な例を紹介した、インプラント専門医および医療専
門の弁護士による「インフォームド・コンセント」の手引書です。
歯科医師はもちろん、資料作成や説明を担うスタッフ向けにわ
かりやすく解説。「クレーム」を防ぐための書類作りのポイント
等は、インプラント治療に限らず、その他の歯科治療において
も応用が可能です。
　質の高い医療を提供するためには、「クレーマー」対策はリス
クマネジメントの 1つとして不可欠と言われています。本書で
患者トラブルに備えてみませんか ?

治療にミスがなくても、十分な治療効果を上げていても、
患者の「誤解」によってトラブルが発生することがあります。

しかし完全に防止する策はありません。したがって、トラブルが発生した場合の
対処法を準備しておくことが重要です。この準備の1つが、
書面による患者への説明と患者からの同意です。
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●貴院名

冊注文します。

き り と り 線

モリタ商品コード：208040268

●ご指定歯科商店

※ご記入いただいた個人情報は、弊社の新刊案内、講演会等の案内に利用させていただきます。
※ご指定歯科商店がない場合は送料をいただき、代金引換宅配便でお送り致します。

患者さんを「クレーマー」にしないための
インプラント治療の説明書と同意書の作り方

Part1   適切なʮインフォームド・コンセントʯ
 とはどのようなものか
1 「インフォームド・コンセント」は大切です
1. 医療には「インフォームド・コンセント」が不可欠
2. 「インフォームド・コンセント」が必要であることは、「医療」
 の本質に由来している
3. 「インフォームド・コンセント」は、患者さんを人間として
 尊重するために必要なこと
4. 「インフォームド・コンセント」は、「安全」と「安心」な医療に
 おいて必要な事柄
5. 患者さんに対して説明すべきこととは

6. 患者さんに対して説明をするにあたって留意すべきこと

2 「クレーム（不当要求）」への対策も忘れずに
1. 歯科医療で生じるクレームとは
2. 患者さんに不利益な事実が生じなくても、トラブルは発生
 する
3. なぜ患者さん等は、「クレーム」の申立てをするのか
4. なぜ患者さんと歯科医療者の間に誤解が生じるのか
5. 患者さんとのトラブルは新たな悲劇を生む
6. 「インフォームド・コンセント」はトラブル予防策の1つ

対 談  弁護士 × 歯科医師
ʮインフォームド・コンセントʯに関する理解を
深め、適切に行われることを目指して
対談1 なぜ「インフォームド・コンセント」が重要なのか
対談2 「インフォームド・コンセント」が、より重要性を帯び
 るインプラント治療

対談3 患者さんの「意思」と「医学的適応」

Part2   これだけは作成しておきたい
 説明書と同意書
1インプラント治療では、適切な時期に、適切
　な内容の説明が必要となる
2 インプラント治療の各段階で、患者さんへ
　の説明と同意が必要となる
36つの書類例と活用ノウハウ
 書類❶  補綴治療（インプラント治療を含む）に
  関する説明書
 書類❷  インプラント治療を受けるための検査
  等に関する説明書
 書類❸  インプラント治療の治療計画に関する
  説明書
 書類❹  インプラント体の埋入手術等に関する
  説明書
 書類❺  インプラント上部構造の製作および装
  着に関する説明書
 書類❻  インプラント治療を受けられた患者さ
  んへ

Part3  インプラント治療の保証制度と
 転医患者さんへの対応に関して
1 法律の専門家からみるインプラント治療の
　「保証」
1. 「保証」自体に問題がある?

2. 法律的な意味での「保証」とは
3. 従来のインプラント治療の「保証」は、「保証」ではなく「保
 険」?
4. 「保証」をするなら、対象と給付を明確に
5. 望ましい「保証」の対象となる「事実の内容」とは
6. 望ましい「保証」によって受けられる「給付の内容」とは
7. 保証期間の内容を具体的に記載する

2 インプラント治療に関しては、患者さんの
　「転医」をめぐるトラブルが少なくありません
1. 「転医」とその原因
2. 法律的な問題点―後医の責任の範囲が不明確になる―
3. 患者さんが抱えている問題点
4. 「急がば回れ」

 書類❼  他院でインプラント治療を受けられた
  患者さんへ

Part4   インプラント治療にかかわるさまざ
まな問題への対応Q&A 
Question 1 　合併症・偶発症と法律的な責任の有無
Question 2 　転医してきた患者さんに対する対応
Question 3 　未認可の医療材料を用いる場合の問題点

bad document

「補綴治療（インプラント治療を含む）
に関する説明書」の不適切な書類例

₁ 歯を失うと ―――――――――――――――――――――

インプラント治療の説明書
患者氏名　　　　　　　　　様

顔の輪郭が変わり表情
が老けて見えます。

認知症が進行します。

頭痛や肩こりが起こりや
すくなります。

簡単な手術を受けるだけで

□ 天然歯と変わらない見た目です。
□ おいしくしっかり噛めるので、
　 認知症の予防になります。
□ 口元を気にせず笑顔が美しくなります。
□ 顎の骨が痩せることの防止になります。

❶ブリッジ

◦両隣の健康な歯を削る必要があり
ます。
◦両隣の歯がむし歯になります。
◦両隣の歯に負担がかかって根っこ
が折れやすくなります。

◦バネが見えて見た目が悪くなりま
す。
◦骨が痩せていきます。
◦精神的に歳をとってしまいます。

❷入れ歯（可撤性義歯）

₂ 従来の治療法の問題点 ――――――――――――――――

しかし、インプラント手術を受けると……

インプラント治療に
は危険性（リスク）
もなく、「限界」もな
いかのように説明さ
れています。
およそ「中立的」な
説明とは言えません。

₁

₂ 従来の治療法の問題点

医学的にみて根拠に
乏しい内容を伝え
て、患者さんの不安
をあおっています。

他の治療法の短所の
みを強調すること
で、患者さんをイン
プラント治療に強く
誘導してしまってい
ます。
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目次

4 枚目

4. インプラント治療の費用
　使用インプラント体や上部構造（上に被せる人工歯）の材料によって異なります。

　インプラント埋入手術料金が 1本あたり　　　　　　円～　　　　　　円
　上部構造装着料金が 1歯あたり　　　　	 　　円～　　　　　　円

　別途、画像検査料や血液検査料、薬剤料、メインテナンス料金がかかります。
※ただし、今後の検査結果によってインプラント（人工歯根）を埋め込む（埋入）本数と上
部構造の装着歯数が異なる場合があります。

5. メインテナンスの必要性について
　インプラント治療は、生涯続いていきます。
　治療自体が終わっても、口腔内の清掃が十分に行われないなどの原因によって、歯周病の
ような症状（インプラント周囲炎）が出ることがあります。さらにその病状が進行すると、
人工歯がインプラント体ごと抜けてしまいます。また、全身疾患の病状が変化した、常用薬
が変わった、生活スタイルが変わったといった事情によって、治療効果に悪影響が生じるこ
ともあります。
　そこで、患者さんには、治療自体が終わった後も、定期的（3～ 6か月間に 1回程度）に、
歯科医院に来院し、インプラントの状態を確認するなどのメインテナンスを受けていいただ
く必要があります。
　なお、メインテナンスが必要となる期間には個人差があります。患者さんの全身状態や喫
煙の有無、口腔内の清掃の状態によって異なります。

　以上の内容について、この書面を用いて説明しました。

〈説明した日〉　　　年　　　月　　　日
〈説　明　者〉　　　　　　　　　　　　

同意書

　　　　　　　　歯科医院　院長殿

上記について、十分な説明を受けて、その内容を理解しました。
そのうえで、補綴治療としてインプラント治療を選択します。

〈同意した日〉　　　年　　　月　　　日
〈患　者　名〉　　　　　　　　　　　　
〈同意した者〉　　　　　　　　　　　　

説明をした際に、患者さんから質問等を受け
たときは、質問とそれに対する回答の内容を、
それぞれカルテに記載しておくのが適切で
しょう。

lawyer ’s 
eye

患者さんが年少者であるケース
などでは、患者さん本人ではな
く、その親権者（保護者）が同
意をすることがあります。それ
ゆえ、「同意した者」という表
記にしてあります。

lawyer ’s 
eye

患者さんから同意を受けた際にも、患者さんが
発した「言葉」をカルテに記載しておくのが
適切でしょう。法律的には等しく「同意」であっ
ても、どのような「言葉」を発したかによって、
患者さんの「積極性」に違いがあります。

lawyer ’s 
eye 患者さんが署名（自署）

すれば、押印は不要です。
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1 枚目

歯を失った患者さんへ
補綴治療（インプラント治療を含む）に関する説明書

患者氏名　　　　　　　　　様

　あなたは、当院においてインプラント治療を受けることを希望されています。
　そこで、あらかじめ、インプラント治療を含めた補綴治療の内容、各治療法の長所・短所
等の内容を説明します。
　以下の内容を読み、口頭による説明を受けたうえで、補綴治療としてインプラント治療を
選択するかどうかを決定してください。

₁ あなたの口腔内の状況、病状等 ―――――――――――――――――――
　現在、あなたは、一部もしくはすべての歯を喪失している状態もしくは歯を残すことが困
難な状態にあります。
　その原因は次のとおりであると考えられます。
　　□ むし歯　　□ 歯周病　　□ 歯根破折　　□ 根尖性歯周炎　　□ 先天性欠如
　　□ 外傷　　　□ 不明　　　□ その他（　　　　　　　　）

2 補綴治療の必要性 ―――――――――――――――――――――――――
　歯を喪失していることで、たとえば、次のような問題が生じます。
　◦食事が食べられない（咀嚼障害） 　◦見た目が悪い（審美障害）
　◦会話がうまくできない（発音障害） 　◦隣の歯や、噛む相手の歯が動く（歯列不正）
　これらの問題（障害）を改善するためには、失われた歯を補う（補綴する）必要があります。

3 インプラント治療以外の補綴治療の内容等 ――――――――――――――
　歯を補う方法には、具体的には次の 3 つのものがあります。

❶ブリッジ ❷入れ歯（可撤性義歯） ❸インプラント

　❶ブリッジ治療と❷入れ歯（可撤性義歯）治療は、どちらも、健康な歯を利用して失われ
た歯を補う方法です。それゆえ、利用される健康な歯にさまざまな負担がかかります。
　これらの各治療法の簡単な内容とその長所と短所は、それぞれ以下のとおりです。

❶ブリッジ

　歯が失われている場所の近くにある歯を「柱」にして、固定式の人工歯を装着する方法です。
　 長所  a 治療期間が短い（1 ～ 2 か月）です。
 b 用いられる医療材料によっては、一部健康保険が適用になります。
　 短所  a 近くにある健康な歯を削る必要があります。
 　 失われている歯の数によって、削る本数は変わります。
 b 「柱」となる歯の負担（噛む力など）が増加します。
 c 十分に清掃をすることが困難となり、「柱」となる歯が
 　 むし歯になりやすくなります。

インプラント治療以外の治療法
についても説明をする必要があ
ります。これは、患者さんに選
択肢を与えるためです。

lawyer ’s 
eye
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good document ―望ましい書類例―

補綴治療（インプラント治療を含む）
に関する説明書

書類❶

現状の問題点
　インプラント治療の説明は、歯科医師が、業者（メーカー）が作成したリーフレット
を用いたり、インプラント体が入った模型を用いたりして、もっぱら口頭で行うこと
が多いと思います。しかし、高額な自費診療という実入りのよい治療であることから、
その説明には偏りや患者誘導が多く、インプラントを入れればすべての身体症状が改
善する等の過大広告もしばしば見受けられます。
　大事なことは、インプラント治療以外の方法として「ブリッジ」や「可撤性義歯」
がある中でインプラント治療を選択する長所と短所を含めた理由です。他の治療方法
と比較したうえで、これらについて十分に説明する必要があります。

by
dentist

この書類の必要性と重要度
1 医療には「不可逆性」があります。いったん医療行為を受ければ、もはや「元通り」
になることはありません。加えて治療に関しては、「何かをやること」は「何かをやら
ないこと」でもあります。適切な治療機会を逃せば、本来期待できた効果が得られな
いこともあります。
　それゆえ、後日トラブルが生じるのを避けるためには、患者さんから「やらなけれ
ばよかった」「別の方法にすればよかった」と言われないようにすることが必要です。
それには、患者さんに対してこれから「実際にやること」だけを説明するだけでは、
不十分です。
2 どのような治療法も「万能」ではありません。そもそも適応にならない患者さんも
いますし、期待される治療効果にも「限界」があります。「打ち出の小槌」は存在しな
いのです。
　専門家であるからこそ「贔

ひい き
屓の引倒し」とならないよう、他の治療法にも十分な配

慮をした、いわば「中立的」な説明が求められます。

by
lawyer

5段階でみる
この書類の重要度
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